
回文＆段駄羅 

2024/2/28 

 

こじままじこ (小島裕子) 

 

二月の半ばに台北(台湾)を訪れました。台北には古い街並みがまだ多く残り

街歩きが楽しく、人々は明るく親切でした。街中で中国語が分からず困ってい

ると日本語が分かる人が寄ってきて助けてもらったことが何度もありました。

食べ物では小籠包の美味しさに感動しました。 

さて、今回は回文、そして以前野本さんが LINE配信してくださった新聞

記事で知り興味を持った段駄羅に挑戦してみました。 

 

 

【回文】 

【水族館】-2  

くらげあげさげさげあげらく （クラゲ、上げ下げ下げ上げ、楽） 

めだかいやかじかやいかだめ （めだか、嫌、鰍や烏賊ダメ） 

さくらだいはいたいはいたいはいだらくさ (桜鯛は痛い敗退、はい堕落さ) 

すだこのこはこのこだす (酢蛸の子はこの子だす) 

えいいいすまいのなかなのいますいいいえ 

(エイ、いい住まいの中なの、居ますいい家) 

たいかにさかさにしいしにさかさにかいた 

(鯛、カニ逆さにし、石に逆さに描いた) 

 

 

【段駄羅】 

菜の花や月は東に・・           柿食えば鐘が鳴るなり・・ 

    次は干菓子に手を伸ばす          金が成るなり大博打 

 

我と来て遊べや親の・・          来客が牛肉持って・・ 

    遊べ八百屋の店先で           急に曇って雨となる 

 

梅の花青空に映え・・ 

   あ、お空にハエが飛び立った 


